
■取付けされる方へのお願い
●本説明書で使われているマークには、以下のような意味が
あります。

…取付けを誤った場合に、使用者が中程度の傷
害・軽傷を負う危険又は物的損害の発生が想
定されます。冒頭にまとめて記載しています
ので必ずお読みください。

注  意!

注　意!

●下記項目は、漏水の原因になるおそれがありますので、
下記事項をお守りください。
・指定個所に必ずシーリングしてください。

●この説明書は、必ず取付けされる方にお渡しください。

■部品・ねじ一覧表

■姿図

収納枠R

収納枠L

室外側

室内側

※組立てる前に梱包内の部品を確認してください。

■組立て順序
1収納枠と上・下レールの組立て
①収納枠Lへ上下レールを差込みます。差込み後、
ねじにて固定します。差込む際、上下レール
に入っているインナーレールの溝へ網の端部
をくわえ込ませます。
※完全に差込むこと。

②①に収納枠Rを差込みます。差込み後、ねじ
にて固定します。差込む際、上下レールに入
っているインナーレールの溝へ網の端部をく
わえ込ませます。
※完全に差込むこと。

③上レール気密材を固定します。（■A・B部詳細図）

※気密材を引っ張ら
ないように収納枠
L／ R上部の溝に
差込みます。

■A・B部詳細図 気密材

網端部

インナーレール

框

上下レール

収納枠L

収納枠R

収納枠ブラケットL

収納枠ブラケットR
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取付け用

ご愛用者
の手引き

内観左側 収納枠ブラケットR

収納枠ブラケットL

内観右側

トラス小ねじM4×22 ねじキャップ ご愛用者の手引き
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組立て用

下レール 皿タッピンねじφ4×8

※気密材が付いてい
る方が上レールに
なります。

B部

A部

気密材

　皿タッピンねじ

　収納枠R

　収納枠L

　上レール

　下レール

　皿タッピンねじ

　皿タッピンねじ

　皿タッピンねじ

収納枠L

網端部

インナーレール

框

上下レール

収納枠L

収納枠R

●浴室で使用する場合は、
シーリング処理を必ず
実施してください。

注  意!

■取付け順序
1ブラケットの取付け
①サッシ縦枠のねじを緩めます。左縦枠の緩
めたねじの間に㋭収納枠ブラケットL／ R
を挿入し、ねじを締め直します。
※サッシの左右縦枠の一番上のねじと一番下
のねじを使います。

②右縦枠の緩めたねじの間に㋬収納枠
ブラケットRを下部に、㋬収納枠ブラ
ケットLを上部に挿入し、ねじを締め
直します。

※浴室などの水のかかる場所でご使用
の場合、緩めたねじや、その並びに取
付けられているねじに対して、必ずコ
ーキング材でねじ穴周りをシーリン
グ処理してください。水が躯体にま
わり、漏水の原因になります。

■C・D部詳細図
上部

下部

ねじの位置は、収納
枠ブラケットの上側
に合わせます。

ねじの位置は、収納
枠ブラケットの上側
に合わせます。

※正しく収納枠ブラケットを
固定しないと、網戸の開閉
が重くなり、網戸が巻きき
らないおそれがあります。

D部

C部

　収納枠
　ブラケットL

収納枠
ブラケットR

シーリング

中央部の
ねじは緩
めません

　

2網戸の取付け
●組立てた網戸をサッシ枠に取付けた収納枠ブラケットにねじで固定します。
※固定後、収納枠L／ Rのねじ部にねじキャップを取付けます。

E部

E部

E部

E部

■巻取りスピードの確認および調整

●下記要領にて収納枠L／ Rを均等に調整して
ください。

・ギアを5～6山、時計回りに戻してください。
※巻戻しすぎてしまった場合は右記の「巻取りス
ピードが遅い場合」の手順で戻してください。

■巻取りスピードが速い場合

●巻取りスピードが適切かどうかを確認してください。スピードの目安は網戸を閉めた状態から網戸を開放し、網が完全に巻取られるときに框が収納枠
に軽くパチンと当たる状態です。この状態でない場合は、以下の調節を行ってください。
・ねじキャップを外し、収納枠のカバーを開き、ギアの調節を行います。
・ギアは、収納枠Lの場合は下部、収納枠Rの場合は上部にあります。

●下記要領にて収納枠L／ Rを均等に調整して
ください。

・ギアを5～6山、反時計回りに巻締めます。

■巻取りスピードが遅い場合

■網がななめになった場合や、網が途中でとまっている場合
●網戸を使用するときと同様に、引手を持って
框を上下レールにそって引出し、引手から手
を離してください。
　網が収納枠に納まります。1回で納まらない
場合は2、3回行ってください。

※下記のようにいったん網戸を外して、
巻直すこともできます。

カバー

マイナスドライ
バーなどでギアを
押さえながらゆっ
くり戻す。

マイナスドライ
バーなどで押して、
ギアを回転させて
ください。

収納枠

調整ギアの溝にマイナス
ドライバーなどを差込み
回してください。

　ねじキャップ

　トラス小ねじ

　ねじキャップ

　トラス小ねじ

　ねじキャップ

　トラス小ねじ

緩める

緩める

緩める

緩める

■E部詳細図

収納枠ブラケット

㋭へは同じ部品です

上レール

気密材

収納枠はL／ R逆でも
問題ありません
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